
令和5年度 自然共生サイト認定について
令和６年３月

資料１



令和５年度の認定結果

令和５年度 １８４か所を認定

令和５年度前期
122か所（うち令和４年度試行分52か所）10月25日認定

令和５年度後期
62か所（うち令和４年度試行分３か所） ３月18日認定

認定サイト一覧は参考資料１のとおり。
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
令和５年度の自然共生サイトの認定例（森林）

奥びわ湖・山門水源の森
（滋賀県長浜市・山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会）

つなぐ森
（東京都奥多摩町・野村不動産ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社）

田島山業×みんなの森プロジェクト
（大分県日田市・田島山業株式会社）

東急リゾートタウン蓼科
（長野県茅野市・東急不動産株式会社）

・森林/草原/沢等に希少種含む多様な動植物が確認
・ゲレンデは毎年草刈りされ草原性の動植物が確認。

・地域の団体が20年以上保全してきた里山・湿原
・自治体、地元企業の支援も得ながら活動を継続

・木材の地産地消と森林の機能回復を目指し、
令和４年から町有林における森林管理を実施

・先祖代々継承している森林施業地で、CO2吸収、
生物多様性保全、地域貢献等を目的に管理を実施

後期

前期 前期

前期
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
令和５年度の自然共生サイトの認定例（里地里山）

モビリティリゾートもてぎ
（栃木県茂木町・本田技研工業株式会社）

八王子市長池公園
（東京都八王子市・NPO法人ﾌｭｰｼﾞｮﾝ長池）

・里地里山の森林整備、棚田の再生等を実施
・ゲンゴロウ、サシバ等の希少種も確認

下田の杜
（千葉県柏市・NPO法人下田の杜里山ﾌｫｰﾗﾑ）

・周辺が宅地化する中、土地所有者・市・住民等が
連携し、里山環境・文化を保全、環境教育の場に

・利用価値の低下した桑畑を借受け、生物多様性に
配慮したブドウ畑として管理、地域産業を創出

・多摩丘陵の谷戸地形を都市公園として保全
・地域住民主体で里山を保全し、住民の憩いの場に

シャトー・メルシャン 椀子ヴィンヤード
（長野県上田市・キリンHD）

3

久保川イーハトーブ世界
（内、知勝院敷地内・自然再生実践地）

（岩手県一関市・久保川ｲｰﾊﾄｰﾌﾞ自然再生協議会）

・落葉広葉樹林や湿地の保全再生、耕作放棄地にお
けるビオトープの創出、侵略的外来生物の防除等

前期

後期

前期

前期
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
令和５年度の自然共生サイトの認定例（都市の緑地）

積水樹脂滋賀工場 生物多様性保全ｴﾘｱ
（滋賀県竜王町・積水樹脂株式会社）

富士通沼津工場
（静岡県沼津市・富士通株式会社）

大手町タワー
（東京都千代田区・東京建物株式会社）

・土地の成り立ち等に関する調査を踏まえ、地域性
種苗、在来種を使用した「本物の森」を創出

・工場敷地（約53 ha）の約80％を占める緑地
・自然林・茶畑等を維持し、地域イベントも実施

・工場敷地内の湿地を保全し、55種のトンボを確認
・従業員、家族によるモニタリング・観察会を実施 4

北海道大学札幌キャンパス
（北海道札幌市・国立大学法人北海道大学）

・管理方針を策定し、ﾃﾞｰﾀ蓄積、保全策検討等を継続。
・461種の在来植物の他、多くの希少種を確認。

後期 前期

前期前期
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
令和５年度の自然共生サイトの認定例（沿岸域）

吉崎海岸自然共生サイト
（三重県四日市市・四日市市/楠地区まちづくり検

討委員会/NPO法人四日市ウミガメ保存会）

関西国際空港島 人工護岸 藻場サイト
（大阪府泉佐野市及び泉南市・関西ｴｱﾎﾟｰﾄ株式会社）

海岸生物の王国”相生湾”
（兵庫県・兵庫県相生市、相生湾自然再生学習会議、

あいおいカニカニブラザーズ）

・空港島護岸に緩傾斜石積みを採用し、藻場を創出
・66種の海藻類、28種の魚介類を確認

・砂浜や干潟等に多種多様な生物が生息
・兵庫県、市民団体等が協働で保全活動を実施

・アカウミガメの産卵場であり、希少動植物も確認
・地域住民を中心に保全され、参加者・企業は増加

・地元漁協者が中心となり、藻場の生態系を再生。
・漁業と気候変動対策、生物多様性保全の統合的向上

山川の海のゆりかご
（鹿児島県・山川町漁業協同組合）

5

後期

前期前期

後期
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
自然共生サイトの分析 (1) 申請主体区分別
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
自然共生サイトの分析 (2) 都道府県別

通年後期前期都道府県通年後期前期都道府県
1037滋賀県1037北海道
211京都府110青森県
624大阪府321岩手県

1248兵庫県321宮城県
101奈良県000秋田県
101和歌山県000山形県
312鳥取県220福島県
000島根県725茨城県
110岡山県523栃木県
101広島県422群馬県
000山口県514埼玉県
101徳島県826千葉県
000香川県21516東京都
422愛媛県835神奈川県
321高知県110新潟県
101福岡県202富山県
110佐賀県101石川県
101長崎県000福井県
514熊本県101山梨県
202大分県642長野県
312宮崎県523岐阜県
312鹿児島県927静岡県
000沖縄県16511愛知県

18462122合計514三重県
* 地図は地理院地図を使用して作成
* プロットの位置はサイト所在市区町村の役所の位置

自然共生サイトの所在地
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
自然共生サイトの分析 (3) 面積別
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
自然共生サイトの分析 (4) 認定価値別

認定基準
公的機関によって、生物多様性保全上の重要性が既に認められている場としての
価値①

原生的な自然生態系が存する場としての価値②

里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場としての価値③

生態系サービス提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる
健全な生態系が存する場としての価値
＜生態系サービスの例＞
・水源涵養（調整）
・炭素固定（調整）
・防災減災（調整）
・景観、観光、教育（文化的）
・都市内の緑地といった癒やし・レクリエーション（文化的）
・食料や原材料といった自然資源の利用（供給）

④

伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために活用されている自然資源
の供給の場としての価値⑤

希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い
場としての価値⑥

分布が限定されている、特異な環境へ依存するなど、その生態に特殊性のある
種が生息生育している場又は生息生育の可能性が高い場としての価値⑦

越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、動物の生活史にとって重要な場と
しての価値⑧

既存の保護地域又は自然共生サイト認定区域に隣接する若しくはそれらを接続す
るなど、緩衝機能や連続性・連結性を高める機能を有する場としての価値⑨
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1. 自然共生サイトの認定に係るご報告
令和６年度の自然共生サイトの認定スケジュール（予定）

＜令和６年度「前期」スケジュール（予定）＞

【申請受付】 令和６年４月中旬から５月中旬まで

【事務局予備審査】令和６年６月～７月頃

【有識者審査】 令和６年８月～９月頃

【第１期認定】 令和６年10月頃

＜令和６年度「後期」スケジュール（予定）＞

【申請受付】 令和６年９月頃

【事務局予備審査】令和６年10月～11月頃

【有識者審査】 令和６年12月～令和７年１月頃

【第２期認定】 令和７年３月頃



自然共生サイト認定マークについて

商品への掲示例：サイト名：細尾の棚田、池沼
植物群落（今住悦昌）

看板への掲示例：サイト名：戸田建設筑波技術研究所
（戸田建設株式会社）

ノベルティへの掲示例：サイト名：杉並区遅野井
川親水施設（杉並区・遅野井川かっぱの会）

冊子への掲示例：サイト名：知多半島グリーンベルト
（NPO法人日本エコロジスト支援協会）

自然共生サイト認定を受けると「自然共生サイト認定マーク」の
使用が可能。活用状況の主な事例は以下のとおり。

その他、WEBサイトで活用
している事例多数 https://ecoreco.net/backnumber/ecorecoaichi-vol-19/



自然共生サイトＷＥＢページの開設

https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/kyousei/

認定サイトを前期・後期・都道府県別から検索。個別サイト概要の閲覧が可能。



環境省広報誌エコジン
環境省広報誌エコジン内に自然共生サイト特集ページを開設。認定サイトを紹介中。

https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/oecmsites/index.html



自然共生サイトパンフレットの作成


